
議案第３５号 

 

   和解について 

 

 かすみがうら市（被告）と、株式会社常陽銀行（原告）との間で係争中の平成

３１年（ワ）第１４６号 損失補償等請求事件等の裁判上の和解を次のとおり水

戸地方裁判所において成立させるため、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）

第９６条第１項第１２号の規定により、議会の議決を求める。 

 

   令和４年６月７日提出 

 

かすみがうら市長  坪 井  透   

 

 １ 事件名【併合後】 

   裁判所：水戸地方裁判所 

   事件番号： 

 Ａ【原告常陽銀行】平成３１年（ワ）第１４６号 損失補償等請求事件 

 Ｂ【原告水郷つくば農協】平成３１年（ワ）第１４７号 貸金返還等請求事件 

 Ｃ【原告筑波銀行】令和元年（ワ）第３６０号 貸金返還等請求事件 

 

 ２ 当事者【併合後】 

   原告：株式会社常陽銀行 

      水郷つくば農業協同組合 

      株式会社筑波銀行 

   被告：向原土地区画整理組合 

      連帯保証人（個人） 
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かすみがうら市 

３ 事件の概要 

 向原土地区画整理組合（以下「組合」という。）による土地区画整理事業

において、被告組合の株式会社常陽銀行、水郷つくば農業協同組合及び株式

会社筑波銀行（以下「原告ら」という。）に対する貸金債務について、被告

市が原告らに対し、損失補償を行っていたものであるところ、被告組合に借

入金返済が滞り、原告らが、被告組合に対しては貸付金の返済を、連帯保証

人においては連帯保証債務の履行を、被告市に対しては損失補償の履行を

それぞれ求める訴訟を提起したもの。 

４ 和解の内容【和解条項より市に関する部分を抜粋】 

（１）被告かすみがうら市（以下「被告市」という。)は、原告株式会社常

陽銀行（以下「原告常陽銀行」という。）に対し、本件に係る解決金と

して、２，１４９万９，０２１円の支払義務があることを認める。 

  （２）被告市は、原告水郷つくば農業協同組合（以下「原告農協」という。）

に対し、本件に係る解決金として、３，６５０万円の支払義務があるこ

とを認める。 

（３）被告市は、原告株式会社筑波銀行（以下「原告筑波銀行」という。）

に対し、本件に係る解決金として、８，１００万円の支払義務があるこ

とを認める。 

（４）被告市は、原告常陽銀行に対し、（１）の金員を、令和４年７月２９

日限り、●●●●●●●●●●●●●●●●口座（口座名義：●●●●、

口座番号：●●●●●●●)に振り込む方法により支払う。ただし、振

込手数料は、被告市の負担とする。 

（５）被告市は、原告農協に対し、（２）の金員を、令和４年７月２９日限
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り、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●口座（口座名義：●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、口座番号：●●●●●

●）に振り込む方法により支払う。ただし、振込手数料は、被告市の負

担とする。 

（６）被告市は、原告筑波銀行に対し、（３）の金員を、令和４年７月２９

日限り、●●●●●●●●●●●●●●●●●口座（口座名義：●●●

●●●●●、口座番号:●●●●●●●）に振り込む方法により支払う。

ただし、振込手数料は、被告市の負担とする。 

  （７）被告組合は、同組合の事業結了のための個別業務の着手及びその費用

の支払に当たって、事前に、同市に対して報告する等、土地区画整理法

１２３条に基づく同市からの勧告及び助言等に従い、その事業結了の

ための手続を行うものとする。 

  （８）被告組合は、同市に対し、事業結了時の残余金に相当する求償金支払

義務があることを確認する。 

  （９）被告組合は同市に対し、事業結了後、速やかに、前号に係る事業結了

時の残余金相当額を、●●●●●●●●●●●●●口座（口座名義：●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●、口座番号：●●●●●●●）へ

振り込む方法により支払う。 

（１０）被告市は、本和解条項に定めるほか、（１）ないし（３）に係る債

務の支払につき求償権を行使しないことを約する。 

（１１）原告らは、その余の請求を放棄する。

  （１２）原告常陽銀行並びに被告市、同組合及び同連帯保証人は、原告常陽

銀行並びに被告市、同組合及び同連帯保証人との間には、本件に関し、

何らの債権債務のないことを相互に確認する。 

  （１３）原告農協並びに被告市、同組合及び同連帯保証人は、原告農協並び

に被告市、同組合及び同連帯保証人との間には、本件に関し、何らの債
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権債務のないことを相互に確認する。 

  （１４）原告筑波銀行並びに被告市、同組合及び同連帯保証人は、原告筑波

銀行並びに被告市、同組合及び同連帯保証人との間には、本件に関し、

何らの債権債務のないことを相互に確認する。 

  （１５）訴訟費用は各自の負担とする。 
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